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臨床事項：２オ時，喘鳴症と診断され，喘聡音著し《，

競走馬として供用できないため２年３カ月今時に研究所

に移籍。その後，２年９カ月令時，日競研外科担当者に

よってフローセン全身麻酔下で，両側の外側喉頭室の粘

(膜を切除した。手術時，外側喉頭室の睦は右側に比較し

て左側が浅腔であった｡術後経過ならびに霧は良好で，
喘叫の程度は著しく軽減した。

肉眼所見：切除された左側の外側喉頭室粘膜は右側に

比較して厚さを増し（約２…),粘膜面ばや、掴濁感のあ

る粟粒大穎粒状（牛舌状）隆起を呈し，粘膜下織は湿潤
顕著であった。

組織学的所見：粘膜下総は固有層の増巾があり，著し

い水腫であった。粘膜固有厨にはリン,蝉小結節が多数

みられ，リンパ小結節の過形成を呈した(写真１.×184。

H-E染色)｡これらの水睡とリンパ様小結節に相一致して，
この部の粘膜表面は丘隆状を呈していた。これらの所見

は右側の外側喉頭室粘膜に比較して，左側において顕緊島

であった。

水睡の著しかった粘膜固有層部における微細弾性線維

成分は小塊状化，膨化，断裂ないし線維増巾があり好酸

性を呈した。これらの変化は弾性線繼成分の変性を示す

ものであった（写真2,x70qH-E染色)｡また，小血管周
囲の水腫住変化もみられた。

肉眼的にみられた粘膜壁の増巾ならびに粘膜面の粟粒

大穎粒状隆起は，組織学的には水腫性変化に随伴したリ

ンパ様小結節の過形成であった。これらの変化は本症に

おいて主役をなすものであり，瑞聰発症と深い関係を有

するものと考えた。なお，リンパ様小結節の過形成につ

いては，ある甑の綴生物感染を疑い各種染色を施したが

職生物は確狸し得なかった。

組繊学的診断：慢性過形成住喉頭炎。
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